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▶総会・総代会はすべての大学生協で必ず行うからこそ、運営参加を考えるきっかけに！
▶必ずしも総会・総代会で運営参加を実現できるということではなく、総会・総代会で
考え方を養っていこう！

01
時期に応じた活動を実施して、組合員が大学生協の取り組みに
参加しやすいように工夫しましょう。

夏という時期は七夕やサマーパーティーなど楽しい取り組みにしやすい時期です。
その特色を活かして組合員が楽しく参加できる工夫をしましょう。

テスト期間にもなるので、組合員が求めている商品を分析して品切れにならないように
意識しましょう。

 頭を活性化させるチョコレートなどは必要になる商品です。
 食品だけでなく、ノートやペンなどの文房具も充実させ、テスト期間も組合員に
寄り添える生協を目指しましょう。

総会・総代会を軸とした
年間を通じた組合員参加を広げよう

テスト時期になる

後期に向けての
準備をする

取り組みに季節を
反映しやすい

新学期に向けて
考え始める

＼ブロック運営委員＆学生事務局で考えました／

7～9月期ってどんな時期？
夏のセミナーで
いろんなことを学ぶ

オープンキャンパス

運営参加を広げるための7～9月期のポイント

◎ ひとことカードを七夕の短冊に見立てたり、
お祭りのような組合員還元企画を実施している会員生協も！

◎ テスト期間にメッセージの書かれたお菓子詰め合わせを
販売している会員生協もあります！
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関西北陸ブロック
学生事務局

[ 四方 遼祐 ]

02
未来の組合員である受験生に大学生協の取り組みを知ってもらえる
ように行動しましょう。

現在、新学期直前に大学生活準備に取り掛かる新入生が増加している。
受験生のうちに大学生協でどのような商品・サービスを取り扱っているのか、その商品・
サービスを学生はどのように使用しているかを伝えていきましょう。
✓受験生だけでなく、在学生にとっても新発見の情報になるかもしれません。

関西北陸ブロックの新学期キックオフセミナーを終え、来年度の新学期について考える
時期になってきます。しっかりと昨年度の新入生の声を聴きながら、来年度の新学期に
向けてスタートしましょう。

昨年度の新入生だけでなく、在校生の声も聴き、様々な意見を反映して「何を伝えるべき
なのか」を考えていきましょう。

03 後期に向けての準備を長期休暇の間にしっかりと行いましょう。

前期を終えて、後期には共済月間があり、夏のセミナーで得たことを存分に活かせる
機会となります。

後期に向けてどのように組合員の運営参加を促せるのかを職員と学生がともに議論し合い、
行動に移す準備をしましょう。

◎ オープンキャンパスは受験生がたくさん来るからこそ
大学生協について知ってもらう絶好の機会！

◎ 新学期の後に新入生に来てもらって、実際の参加者目線の
意見を言ってもらう機会を提供している会員生協も！

◎ 後期にどんなイベントがあるか、そのイベントに向けて
どういうことをするのかしっかりと計画することが大事！

◎ 長期休暇で職員と学生が会う機会は少なくなるなかで
どれほど一緒に議論できるかがポイント！


